


本日の内容
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＜部会の動き＞

①部会へ協議会アドバイザー

を派遣

②計画作成に向けた議論

③実績報告

＜協議会の動き＞

①連携（報告会等の開催・意見交換）

②情報共有・事例を横展開
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岡山県地区防災計画等作成推進協議会（イメージ）



［
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岡山県地区防災計画等作成推進協議会アドバイザー



令和３年度全体スケジュール（協議会・岡山県）

5

○取組経過（地区防災計画・個別避難計画関係）



○モデル地区概要

令和３年度岡山県地区防災計画等作成モデル事業
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笠岡市金浦地区（令和３年度）

防災マップの見直しについて意見交換する

様子

豊富な知識で参加者をリードする防災士
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和気町宮田地区（令和３年度）

計画に盛り込む項目の整理表

防災まち歩きを行った後、危険箇所等を地図

に落とし込む様子
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矢掛町美川地区（令和３年度）

地域調整会議を開催し、要支援者の避難

支援の手順等を確認する様子

避難訓練の様子
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個別避難計画作成の進め方（矢掛町美川地区）



出典：内閣府防災：避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針（参考資料）
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優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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個別避難計画作成の対象者の優先度付け（矢掛町）
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名簿掲載者の絞り込み（イメージ）



身体障害者 療育手帳 精神障害者 認知症 介護度

Ａ １級 Ａ １級 Ⅳ，Ⅴ ５

Ｂ ２級，3級 Ｂ ２級 Ⅲ，Ⅲa，Ⅲｂ ３，４

Ｃ ４級以下 ３級 Ⅰ,Ⅱ,Ⅱa,Ⅱb ２以下

Ⅰ 土砂災害特別警戒区域

Ⅱ
土砂災害警戒区域（土石流，急傾斜地の崩壊），
急傾斜地崩壊危険区域

Ⅲ Ⅰ，Ⅱ以外
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優先順位付けのランク区分



優先度

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

備 考

避難行動要支援
者登録同意者

地図
番号

寝たきり
（要介護
３以上）
在宅者

身 体 障 害
者

療育手
帳交付
者（知
的障害
者）

精神障
害者

一 人 暮
ら し の
高 齢 者
（65歳
以上）

高 齢 者
（65歳以
上）のみ
の世帯

認知症（要介
護３以上）の
症状を有する
人

そ の
他 、
各 項
目 に
準 ず
る 状
態 に
あ る
人

介護度 ケアマ
ネ

身体
的

ラン
ク

ハザー
ドラン
ク

地区 町 ランク付け基準

Ａ:１級
Ｂ:２,３級
Ｃ:４級以
下

Ａ:Ａ
Ｂ:Ｂ

Ａ:１級
Ｂ:２級
Ｃ:３級

Ａ:Ⅳ,Ⅴ
Ｂ:Ⅲ,Ⅲa,Ⅲｂ
Ｃ:Ⅰ,Ⅱ,Ⅱa,Ⅱｂ

Ａ:介５
Ｂ:介３,介
４ Ｃ:
介２以下

3 ○○ 〇〇 1 〇 自立 要支援１
□□□
〇〇Ｃ

Ｍ
Ｃ Ⅲ

⾧い歩行は困難
（最近事故をし
て 骨 折 し た は
ず）

1 ○○ 〇〇 2 〇 Ⅱｂ 要介護１
□□

〇〇Ｃ
Ｍ

Ｃ Ⅰ
歩くのが不自由
（歩行器）

4 〇〇 ○○ 3 〇 ー ー ー Ｄ Ⅰ

２ ○○ 〇〇 4 〇 ー
申請中
一次判定

「介1」
ー Ｄ Ⅰ
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避難行動要支援者名簿によるランク付け



（人）

土地のハザード

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

避難支援が
必要な理由

A 1 2 0 3 

B 1 2 1 4 

C 3 3 3 9 

D 3 4 3 10 

計 8 11 7 26 

18

優先度付けの結果（心身状況×土地のハザード）
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地域住民の意見聴取



新規（令和３年度）既存（令和元年度～）

岡山県地区防災計画等作成推進協議会（イメージ）
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①連携（報告会の開催・意見交換） ②情報共有・事例を横展開

学びを実践

新たな学びや気づきを還元
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個別避難計画作成モデル事業（内閣府）



○岡山県地区防災計画等作成推進協議会 個別避難計画研究部会
［内容］市町村職員（防災・福祉）を対象にしたスキルアップ研修（15自治体参加）
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開催日時 内 容 参加数

第１回 対面方式
８/２（月）
12:45～16:40

・講義（作成手順の学習）
・グループディスカッション 計画作成に向けた課題への対応策を意見出し

40人

第２回 Web会議形式
８/25（水）
13:00～16:30

・自治体の取組状況の共有
・質疑応答
・グループワーク（計画作成に必要な情報と収集方法）

41人

第３回 対面方式
10/29（金）
12:45～16:40

・自治体の取組状況の共有
・福祉専門職が関与した計画作成（アセスメントの実施）

※高齢者福祉編 ロールプレイ方式
27人

第４回 対面方式
11/22（月）
13:00～16:50

・自治体の取組状況の共有
・福祉専門職が関与した計画作成（地域調整会議の開催、個別避難計画及びタイムラインの

作成）※高齢者福祉編 ロールプレイ方式
28人

第５回 対面方式
１/６（木）
12:45～16:40

・自治体の取組状況の共有、福祉避難所の運営と受入体制（実態調査を踏まえ議論）
・福祉専門職が関与した計画作成（障害の特性を知る、アセスメントの実施、地域調整会議

の開催）※障害福祉編 ロールプレイ方式 福祉教材を使った視覚障害等の体験ブースの
設置

28人

第６回 Web会議形式
２/１（火）
12:45～16:40

・部会の振り返り、自治体の取組状況の共有（発表後、計画作成の全体方針や福祉専門職が
計画作成に関わる仕組みの構築や報酬単価の統一等について議論）

・グループディスカッション 計画作成に向けた課題への対応策を意見出し、講師等からの
コメント、まとめ

31人

個別避難計画作成モデル事業（内閣府）



個別避難計画作成モデル事業（内閣府）
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個別避難計画作成モデル事業（内閣府）



県関係部局

保健所

民生・児童
委員

自主防災
組織

自治会

当事者

介護支援
専門員

相談支援
専門員

保健師
看護師

社会福祉
協議会

計画の作成促進

中核的な人材

など

個別避難計画作成の中核的な人材の育成（新規）
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個別避難計画作成のプロセス（参考）
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標準的な流れ 内 容
主な関係者

備 考
当事者 自主

防災組織
地域
住民

民生
委員

福祉
専門職

市町村
職 員

Step１ 対象地区や当事者
の選定

計画作成の優先度付けの整理
対象となる地区や当事者を選定 ● ● ●

Step２ 防災・福祉対応力
向上研修の実施

防災や福祉に関する現状や動向を把握するとと
もに災害リスクを正しく理解し、避難行動要支
援者に対する支援や個別避難計画の作成に必要
な知識と技術の習得することを目的に実施。防
災部門は福祉分野を、福祉部門は防災分野を重
点的に学習（たすき掛け）。

● ● ● ● ●

県委託事業
研修
・福祉関係者向け
・地域関係者向け
意見交換会

Step３ 当事者力アセスメ
ントの実施

当事者への聞き取りや説明を実施
避難時における事前準備も併せて確認 ● ● ● ●

Step４ 地域力アセスメン
トの実施

地域の災害リスクの把握や地域で利用できる資
源等の確認 ● ● ● ● ●

Step５ 個別避難計画の作
成 当事者情報（基礎情報）の計画への落とし込み ● ● ●

Step６ 地域調整会議の開
催

民生委員や福祉専門職を中心に関係者で避難支
援のタイミングや方法、避難支援の際に配慮す
べき事項等を確認

● ● ● ● ● ●

Step７ 避難訓練の実施及
び振り返り

計画内容を検証するため、避難訓練を実施
実施後、振り返りを行い改善点を洗い出し ● ● ● ● ● ●

Step８ 個別避難計画の見
直し

避難訓練等を踏まえ、計画内容を修正
関係者への計画の提供、市町村への提出 ● ● ● ● ● ●

Step９ 補助金申請 市町村に対する個別避難計画の作成経費を支援 ● 県補助事業

Step10 補助金支払い 市町村に対する個別避難計画の作成経費を支援 ● 県補助事業



岡山県地区防災計画等作成推進協議会表彰
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○令和３年度表彰



岡山県地区防災計画等作成推進協議会表彰
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○令和３年度表彰


